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<協賛>
山梨県
甲府市
甲斐市

協賛企業：（株）成心設備、西関東開発（株）、（株）ウィルマート、（株）R&C、（株）フジコー、（株）渡辺工業所、甲府市管工事協同組合、（株）とちの木

食事とは“命をいただく”ということ

私たちが食するお米やパン（元は小麦粉等）、肉や魚、野菜や卵などが、いつどこで誰の手でどのように作られたのかを、どこまで理
解しているでしょうか？例えば、鶏卵を例にとると、或る店舗で見かけた１パック１０個入り・２２０円ほどの一般的な卵と、１パ
ック６個入り・３３０円ほどの「平飼い」卵（→価格は前者の約２．５倍）には、どのような違いがあるのでしょうか？

日本で飼育されている採卵養鶏の約９割強は「ケージ（鳥かご）飼い」です。つまり、金属製の連結した鳥籠（ケージ）に、１羽当たり
平均・約４百㎠（≒Ｂ５用紙大）の面積で密集的に飼育されています。

これは、安価な卵の大量生産には向いています。しかし、生き物である鶏には相当な苦痛を強いています。例えば、羽を広げることが
できず、敷料や巣、砂場、止まり木など、鶏が習性上求める素材が設置できていません。このため、鶏にストレスが溜まりやすく病気
にもなりやすいため、薬剤（消毒剤や抗生剤など）の使用が多くなりがちです。ちなみにＥＵ（欧州連合）では、1999年にこうした
バタリーケージの使用が禁止されました。ケージ飼育であっても、止まり木や砂場、巣の設置が必要とされています。

一方、平飼い卵とは、鶏舎内や養鶏場の屋外の地面で放し飼いにする飼育方法です。ケージ飼育のような多段・密飼いではないため、
飼育コストは割高となります。同じ卵でも、ケージ飼いと平飼いでは、飼育方法や値段にこうした違いがあります。消費者がこのよ
うな違いを知ったうえで、商品を選ぶことが大切だと思います。

人権移動教室の授業を受けた子供たちの感想文が、裏面にてご覧いただけます。

食べ物が作られた“由来”を知ることの大切さ

最近、“アニマルウェルフェア（家畜の福祉）”という言葉をよく聞きます。それは、家畜の誕生から死を迎えるまでの間、ストレスを
できる限り少なくし、本来の行動要求が満たされた健康的な生活ができる飼育方法をめざす考え方です。（※１）

世界的な潮流となっているアニマルウェルフェアについて、山梨県では、全国の自治体では初となるアニマルウェルフェアの認証
制度である「やまなしアニマルウェルフェア認証制度」を令和３年度に創設しました。

そして今年６月２４日には、県内の５つの畜産事業者（黒富士農場（甲斐市）、清泉寮ジャ
ージー牧場（北杜市）、ぶぅふぅうぅ農園（韮崎市）、甲州地どり生産組合（笛吹市）、望月農
場（南部町））が山梨県（農政部畜産課）から初のアチーブメント認証（いずれも最高位の
三ツ星）を受けました。（※２）

こうした取り組みも契機となり、日頃食べる畜産製品やその他食品の由来について、多
くの県民の方々が一層関心を持って頂けることを期待します。健全に育った農産物こそ
が私達の健康を育み、地球環境の保全にも役立つと思います。

大切な“アニマルウェルフェア”（家畜の福祉）という考え方

（※１）
ともすたＫＩＤＳ
「小学生でもわかる
アニマルウェルフェア」

（※２）
山梨県
「やまなしアニマルウェルフェア
認証制度について」

人権啓発パネル展 8月10日（水）～8月15日（月）：甲府市総合市民会館
8月10日（水）～8月23日（火）：甲府市北東公民館

8月3日（水）：甲府市上下水道局

人権啓発パネル展

人権啓発講演会
8月13日（土）：甲府市総合市民会館人権啓発映画会

7月5日（火）～7月18日（月）、甲府市中央公民館、甲府市立図書館にて、「命のメッセージ展」
と題して人権啓発パネル展を開催。

人権啓発映画会 7月16日（土）、甲府市立図書館にて人権啓発映画会を開催。

人権移動教室 7月20日（水）、甲斐市立竜王北中学校にて人権移動教室を開催。

7月8月、Jリーグの3試合において人権啓発活動が実施されます。人権啓発の課題の
一つに、意識のない人にどうやって伝えるか？があります。このようなスポーツ会場
での取り組みは、人権を意識するきっかけとして大切です。私どもが行っている人権
啓発パネル展も、公共施設で行っており、その意図は同じです。少しでも多くの人
が、人権により関心を持っていただきたいと願い継続して行っています。
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人権移動教室に参加した子どもたちの感想文をご紹介します。
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